
おおさとおおさと

お詫びと訂正
　220号に掲載した記事に誤りが

ありました。

　内容を訂正し、お詫び申し上げ

ます。正しくは次のとおりです。

Ｐ７

不納欠損の未然防止を
不納欠損に至らないように引き続き
努力されたい。
問　不納欠損にならないための対策は。

編
集
後
記

問

町当局へ町当局へ町当局へ町当局へ17 項目の意見を提言項目の意見を提言項目の意見を提言

委員会を設置しました

　
私
は
、
18
年
前
か
ら
仙
台
市
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
学

習
塾
、
家
庭
教
師
や
子
ど
も
食
堂
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

出
会
い
や
、
つ
な
が
り
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
に

移
り
住
み
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
暮
ら
し
は
、
い
ず
れ
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
未
来

の
日
本
の
姿
を
映
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
行

き
過
ぎ
た
競
争
意
識
が
な
く
、
牧
歌
的
で
ゆ
る
い
つ
な
が

り
が
維
持
さ
れ
つ
つ
、
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
土
の
香
り

が
大
郷
町
の
人
々
の
呼
吸
と
照
応
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
ん
な
状
況
に
置

か
れ
て
も
な
お
、
自
分
の
人
生
に
イ
エ
ス
と
言
え
る
よ
う

に
願
い
、
学
習
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

願
い
を
、
関
わ
り
合
い
の
中
に
残
し
、
受
け
渡
す
よ
う
に
、

日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
育
の
空
白
エ
リ

ア
と
も
呼
べ
る
こ
の
地
域
に
は
、
新
た
な
芽
が
育
つ
余
白

が
あ
り
、
可
能
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
、
学
び

が
う
ま
れ
る
場
を
、
皆
さ
ま
の
お
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、

共
に
創
り
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

委
　員
　長

 高
橋

　重
信

副
委
員
長

 鎌
田

　暁
史

委

　
　員

 鈴
木

　安
則

 

赤
間

　繁
幸

 

鈴
木

　恵
子

 

田
中
三
惠
子

坂井　純也 さん
（中粕川）

　じゅんやさか　い　

p.2 特集　新成人との座談会
p.6 ９名が町政を質す（一般質問）
p.18 追跡リポート

p.2 特集　新成人との座談会
p.6 ９名が町政を質す（一般質問）
p.18 追跡リポート

こ
の
町
に
学
び
の
場
を

こ
の
町
に
学
び
の
場
を

　
新
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ま

は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
少
し
遅
め
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
末
に
は
、

20
回
目
を
迎
え
た
町
民
劇
の
鑑
賞

と
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
と
の
座
談

会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
大
郷
町
の
文
化
・
芸
術
の
豊

か
さ
と
、
未
来
を
担
う
若
い
世
代

の
力
強
さ
を
、
改
め
て
感
じ
る
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
の
率
直
な
声
か
ら
は

多
く
の
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動
に

し
っ
か
り
と
生
か
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

鈴
木

　
恵
子

かわまちづくり事業に関する
調査特別委員会

　　委　員　長　　金　須　新　一
　　副委員長　　田　中　三惠子

【目的】
　かわまちづくり事業に関する調査研究
【委員の定数】
　11名（議長を除く全議員）

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会

午前10時～

ライブ中継と録画を動画サイ
ト「YouTube（ユーチュー
ブ）」にて、配信しています。
右記のQRコードよりご覧に
なれます。

次回
定例会

3月4 日㈬から

3月19日㈭まで

決意新たに整列!!

20
発行責任者／大郷町議会議長 石垣正博
編集／広報広聴常任委員会
印刷／有限会社中村印刷令和８年２月

№221
〒981-3592　宮城県黒川郡大郷町粕川字西長崎5-8
TEL022（359）5513　FAX022（359）3287
大郷町ホームページ　https://www.town.miyagi-osato.lg.jp/

定例会定例会

町花：つつじ町花：つつじ令和８年２月１日おおさとおおさと №221



新成人との座談会新成人との座談会

二十歳大郷町を大郷町をこんな町にこんな町に

　派遣社員で働いて
いる。ジュニアリー
ダーの経験があり、
子どもと関わる仕事
が好きで、児童館な
どで働けたらと思っ
ている。
　お祭りの情報は広
報だけでは私たちの
世代には届かない。
インスタグラムなど
を活用しＰＲの幅を
広げては。道路が傷
んでいて、雪道だと
危ないなと感じる。

　大学の薬学部に在
籍している。患者さ
んの声をよく聴ける
薬剤師になりたいと
思う。バイトでお客
さんと接するのは楽
しい。
　住民バスの運行を
見直してほしい。塩
釜に通学していた時
は１日に３便しかな
かった。免許や自家
用車を持っていない
人には不便なのかな
と思う。

　大学に通っていて、
教員になりたい。中
高からバレーに打ち
込み、今でも続けて
いる。勉強との両立
を図り、スポーツを
教えられる大人にな
れたらと思う。
　大郷に立ち寄れる
場所や休める場所を
もっと多く作れば、
町が有名になって、
人がいっぱい集まっ
てくるのでは。

　看護師を目指して
大学に通学している。
地震の時も冷静に対
処できるように、災
害看護についても学
んでいけたらと思う。
　築館公園の桜はす
ごくきれいなので、
もう少しアピールす
れば人が来るかもし
れない。町に外
国人が増えた印
象。コミュニ
ケーションを取
ればいいのかな。

　専門学校に通い、理学療
法士を目指している。来年
から実習が始まる。緊張や
不安もあるが、患者さんに
接することが好きなので頑
張っていきたい。
　大郷は宮城県の真ん中に
あり、石巻にも名取にも同
じ時間で行ける。郷郷ラン
ドの冬が好き。イルミネー
ションがすごくきれい。

　看護の専門学校に通学し
ている。実習時に患者さん
から「頑張ってくれてあり
がとう」と言われ、やりが
いを感じた。看護師になる
意欲をもっと身に付けたい。
　お祭りに同い年の子がい
ない。高校進学や卒業で大
郷を離れるイメージがある。
高校生から遊べる施設があ
れば。

　看護の専門学校に通って
いる。小中高と卓球に取り
組んだ。カナダに留学の経
験もある。将来は英語と看
護の資格を生かして活躍で
きたら。
　仙台に引っ越してから大
郷の魅力に気付いた。夢実
の国、縁の郷の休業は残念。
町外の人が楽しめる魅力的
な施設があればと思う。

▲成人式の晴れ姿

令和７年12月９日、成人式運営委員と
「大郷町に思うこと」や「将来の夢」に

ついて座談会を行いました。
※民法上では2022年４月１日から成人年齢が18歳に変わりましたが、
　大郷町では20歳で成人式を行っています。

※

高
橋
　
愛
依 

さ
ん

た
か
は
し
　
　め   

い

中
村
　
美
結 

さ
ん

な
か
む
ら
　
　み 

ゆ
う

高
橋
　
一
成 

さ
ん

た
か
は
し
　  

い
っ
せ
い

赤
間
　
光
莉 

さ
ん

赤
間
　
萌
愛 

さ
ん

あ
か
ま
　
　ひ
か 

り

あ
か
ま
　
　 も
　え

三
浦
　
亜
実 

さ
ん

み
う
ら
　
　 あ
　み

高
橋
　
優
杏 

さ
ん

た
か
は
し
　
　 ゆ  

あ

3 2
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№221

おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

令和８年２月

№217 みんなの議会みんなの議会
令和８年２月

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

人
事
案
件

人
事
案
件

一般議案

12月定例会

問　内容は。

答　ふれあい号として利用しているプリウ

スは老朽化のため、７人乗りのノアを購入

して替える予定としている。

「ふれあい号」の入替、農業振興に

　志田谷地排水機場及び行井堂堰の
施設整備に係る負担金

　８行政区の８組織に対する農業施設
等の長寿命化を図る

339
万円

問　アスベスト（石綿）の使用は。

答　令和５年に調査を実施し、一番低いレ

ベル３（飛散性が低い）との結果が出てい

る。床材を貼ったときの接着剤にアスベス

トが含まれていた。

671
万円

補正
予算
第６号

12月定例会

　一般会計補正予算（第６号）は公用車購入費、農業振興費など8389万4

千円を追加し歳入歳出それぞれ59億9960万7千円になり、３特別会計およ

び水道事業会計と下水道事業会計の補正予算も原案どおり可決しました。

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会（

１
２
０
万
円
）

問
　
活
動
内
容
は
。

答
　
年
２
回
の
予
察
駆
除
、
イ
ノ
シ
シ
や
ク

マ
、
鳥
へ
の
対
策
に
つ
い
て
事
業
計
画
を
定

め
て
い
る
。
見
回
り
、
駆
除
を
行
っ
た
場
合

は
、
協
議
会
を
通
し
て
報
酬
を
支
払
っ
て
い

る
。

委
託
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
業
務

（
減
額
５
２
０
万
円
）

問
　
空
き
家
対
策
の
た
め
の
人
員
と
伺
っ
て

い
た
が
、
詳
細
は
。

答
　
当
初
想
定
し
て
い
た
団
体
で
受
け
入
れ

体
制
が
取
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
来
年
度
以

降
に
活
用
を
検
討
す
る
。

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
返
納
金

（
歳
入
１
５
０
０
万
円
）

問
　
残
高
は
い
く
ら
か
。

答
　
残
り
は
５
０
０
万
円
で
あ
り
、
来
年
度

の
予
算
へ
の
計
上
を
考
え
て
い
る
。

大
松
沢
浄
水
場
水
位
調
整
弁
修
繕
業
務

（
１
２
１
万
円
）

問
　
内
容
は
。

答
　
大
松
沢
の
浄
水
場
か
ら
配
水
池
に
送
水

す
る
ポ
ン
プ
の
弁
が
故
障
し
た
。
応
急
修
理

で
対
応
し
て
い
る
が
、
全
面
的
な
修
繕
を
予

定
し
て
い
る
。 主  

な  

質  

疑

問答問答問答問答 問答

1003
万円

1796
万円

一般議案は条例一部改正５件、規約の変更１件、
同意３件、委発１件について審議し原案のとおり可決。

大郷町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
人事院勧告に伴い条例の一部を改正するもの。

特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
人事院勧告に伴い条例の一部を改正するもの。

職員の給与に関する条例の一部改正について
人事院勧告に伴い条例の一部を改正するもの。

大郷町税条例の一部を改正する条例について
市町村税条例が改正されたことに伴い、目次および本則を改めたもの。

大郷町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
大郷町廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成９年大郷町条例第２号）の一部を改正
し、一般廃棄物のうちスプリングマットレス（１点につき）の手数料を400円から4000
円に変更するもの。

宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について
地方自治法の一部改正に伴い、引用条項を改正するもの。

かわまちづくり事業に関する調査特別委員会の設置について
地方自治法第109条及び大郷町議会委員会条例第４条に基づき、かわまちづくり事業に
関する調査研究を目的に委員会を設置するもの。委員の定数11名（議長を除く全議員）

議案
第50号
議案
第51号
議案
第52号
議案
第53号

議案
第54号

議案
第55号

委発
第3号

高 橋　幸 也 氏
〈任期〉令和７年12月１日〜
　　　　　令和11年11月30日

同意第２号

教育委員会委員の任命

関　　 一 男 氏
〈任期〉令和７年12月８日〜
　　　　　令和８年10月22日

同意 第３号

教育委員会教育長の任命

雫 石　　 顕 氏
〈任期〉令和７年12月８日〜
　　　　　令和11年12月７日

同意第４号

監査委員の選任

町民体育館
解体工事設計支援業務
町民体育館
解体工事設計支援業務

ふれあい号購入費ふれあい号購入費

農業振興費
多面的機能活動組織交付金
農業振興費
多面的機能活動組織交付金

農地費
農村地域防災減災事業
農地費
農村地域防災減災事業

第１回
臨時会
１月14日

全町民に1万円の商品券を配布
町内で利用できる10000円の商品券を全町民に配布
（３月中に発送予定）

18歳までの子ども１人に30000円を支給（３月に支給予定）

一般住宅、企業・団体を対象に水道の基本料金を２カ月減免
（令和８年１月、２月分）

住民税非課税世帯へ15000円を支給（３月に支給予定）

肥育牛7000円、繁殖牛3000円、乳用牛5000円（２月に交付予定）

　一般会計補正予算（第７号）と水道事業会計補正予算（第４号）を原案のとおり可決。
　１億5250万4千円を追加し61億5211万1千円とする。

商品券発行事業補助金　7612万円

子　育　て　応　援　手　当　2910万円

水 道 事 業 会 計 補 助 金　1760万円

非課税世帯生活支援給付金　1290万円
畜産特別対策支援事業交付金　756万円



一
般
質
問

7

▲増加が懸念される竹林

有 害 鳥 獣 の 被 害 額 は

農作物被害は21件約300万円である（町長）

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

竹
林
の
整
備
は

ささ き かず お

佐々木  和夫議員

　
　今
年
度
の
捕
獲
頭
数
お
よ

び
被
害
額
は
。

　
　町
長
　４
月
か
ら
10
月
ま

で
に
80
頭
。
そ
の
後
、
猟
期
に

入
っ
て
40
頭
を
超
え
、
合
計
で

1
2
0
頭
を
超
え
て
い
る
。
農

作
物
被
害
は
21
件
約
３
０
０
万

円
で
あ
る
。
ま
た
、
果
樹
や
栗
、

水
田
の
畦
畔
や
用
排
水
路
の
掘

削
被
害
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

破
損
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　有
害
鳥
獣
被
害
防
止
施
設

購
入
補
助
事
業
の
件
数
お
よ
び

補
助
金
額
は
。

答
　町
長
　
16
件
の
申
請
が
あ

り
75
万
円
の
補
助
を
予
定
し
て

い
る
。

問
　鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

福
利
厚
生
は
。

答
　町
長
　
活
動
中
の
災
害
に

対
し
て
公
務
災
害
と
し
て
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
活
動
実
績
な
ど
に
応
じ
て

報
酬
や
費
用
弁
償
が
支
給
さ
れ

る
。

問
　森
林
環
境
譲
与
税
の
基
金

の
残
高
と
活
用
方
法
は
。

答
　町
長
　
令
和
６
年
年
度
末

の
残
高
は
約
8
3
6
万
円
で
あ

り
、
森
林
の
整
備
費
用
や
森
林

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　竹
を
利
用
し
た
商
品
開
発

を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　町
長
　
タ
ケ
ノ
コ
の
加
工

品
や
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
の
﹁
食

品
﹂
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
な

ど
の
﹁
観
光
﹂
が
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
り
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　竹
の
粉
砕
機
を
購
入
し
て

貸
出
し
、
山
林
の
整
備
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

答
　町
長
　
本
町
が
所
持
し
た

場
合
、
購
入
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
や
使
用
者
が
け
が
を
し

た
場
合
な
ど
の
対
応
が
想
定
さ

れ
る
。
機
械
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
た
場
合
、
リ
ー
ス
料
の
補
助

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問 問答答 答

問

問

答問答問答

令和８年２月

9名が町政を質す!9名が町政を質す!次ページから一般質問

しんいちき　す

のりゆきあか　ま　

ふみよしあつ　み　

けい　こ　すず　き　　

あきふみかま　    だ　

やすのりすず　き　

としひろすず　き　

かず　おさ　さ　き　　

しげゆきあか　ま　

議案採決結果一覧表
石
垣
正
博

高
橋
重
信

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

鈴
木
安
則

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

質問議員 質　　問　　件　　名 掲載ページ

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第３号

議案第４号

同意

可

可

可

可

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

可

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

同意第２号～４号

議案第50号～55号

議案第１号

議案第２号

水　道　事　業　会　計（第３号）
　収益的支出：2億9979万円（165万円↑）

水　道　事　業　会　計（第４号）
　収益的収入：2億6677万円（1760万円↑）

下　水　道　事　業　会　計（第２号）
　収益的支出：3億6765万円（296万円↑）

一般会計（第６号）  59億9961万円（8389万円↑）

一般会計（第７号）  61億5211万円（1億5250万円↑）

物産館の指定管理者の指定について

開発センターの指定管理者の指定について

国民健康保険（第３号）  10億1670万円（90万円↑）

介護保険（第３号） 12億5589万円（6536万円↑）

後期高齢者医療（第２号） 1億1129万円（68万円↑）

無記名投票

第
　
４
　
回
　
定
　
例
　
会

第
１
回
臨
時
会

補
　
正
　
予
　
算

補
正
予
算

特
別
会
計

１．起業塾で人事交流を
２．有害鳥獣対策について
３．森林・竹林整備について
１．本町におけるクマ対策について
２．町長選挙における公職選挙法違反疑い行為について
１．スマートスポーツパーク構想について
２．かわまちづくり事業について
３．町長の公約について
１．ＳＳＰ構想の実現
２．正しい選挙運動を
１．町が管理している土地・施設について
２．かわまちづくり事業について
３．人口減少対策について
１．倒木の安全対策強化について
２．ふれあい農園について
３．教育長・代表監査委員不在の対応について

１．令和８年度の財政への考え

１．ＳＳＰ構想について
２．防災士について
１．不登校「０」への挑戦
２．英語学習への更なる取り組み
３．トマト栽培ハウスの早期解体を

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※賛否同数でない限り、議長（石垣正博）は採決に加わらない

（↑）は増額、（↓）は減額

6
№217 みんなの議会みんなの議会

令和８年２月

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会
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質
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▲地権者の意向に沿った活用を（中粕川地区）

「ほ場整備」編入時の課題は

計画の長期化や事業費の増加など（町長）

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
予
定
地
の
ほ

場
整
備
を
進
め
る
方
針
と
す
る

場
合
の
課
題
は
。

　
　
町
長
　
県
営
の
ほ
場
整
備

へ
改
め
て
編
入
す
る
場
合
は
、

全
体
計
画
の
長
期
化
、
面
積
の

増
加
に
よ
る
事
業
費
の
増
加
が

課
題
と
認
識
す
る
。
町
単
独
で

実
施
す
る
場
合
、
多
額
の
事
業

費
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
財
源
確
保
が
課
題
で

あ
る
。

問
　
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
別
事
業

と
し
て
ほ
場
整
備
す
る
ケ
ー
ス

は
。

答
　
農
林
振
興
課
長
　
前
川
地

区
は
既
に
30
ア
ー
ル
の
ほ
場
整

備
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
費
用

対
効
果
が
上
が
り
に
く
い
場
所

で
あ
る
た
め
、
高
収
益
野
菜
の

作
付
で
効
果
を
上
げ
る
計
画
で

あ
る
。
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
単
独
で

は
難
し
い
。

て
い
る
。
町
内
ヘ
の
早
期
誘
致

に
向
け
て
交
渉
を
重
ね
て
い
く
。

問
　
既
存
企
業
、
地
場
産
業
の

支
援
強
化
の
具
体
策
は
。

答
　
町
長
　
販
路
開
拓
や
町
内

外
の
企
業
と
の
取
引
機
会
の
拡

大
に
つ
い
て
、
町
の
有
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
企
業

を
支
援
し
な
が
ら
、
企
業
と
協

働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

し
て
い
く
。

問
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘

致
の
見
通
し
は
。

答
　
町
長
　
こ
れ
ま
で
複
数
の

企
業
と
接
触
し
、
誘
致
に
向
け

た
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
現
時

点
に
お
い
て
も
折
衝
を
継
続
し

問
　
予
定
地
へ
の
企
業
誘
致
を

継
続
す
る
方
針
と
す
る
場
合
の

取
り
組
み
は
。

答
　
町
長
　
企
業
ニ
ー
ズ
の
再

確
認
や
、
多
様
な
企
業
誘
致
の

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
交
流
人
口
の
根
拠
は
。

答
　
町
長
　
﹁
か
わ
ま
ち
支
援

制
度
﹂
に
登
録
し
た
時
点
で
は
、

交
流
拠
点
施
設
へ
は
年
間
約
17

万
５
０
０
０
人
の
来
場
を
見
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
は
道
の
駅
お

お
さ
と
の
年
間
約
60
万
人
の
来

場
者
数
に
交
通
量
の
割
合
を
乗

じ
て
算
出
し
て
い
る
。

問
　
施
設
の
維
持
管
理
費
用
は
。

答
　
町
長
　
指
定
管
理
者
制
度

の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
効
率
化
と
費
用
の
抑
制
を

図
る
方
針
と
し
て
い
る
。

問
　
水
害
リ
ス
ク
は
。

答
　
町
長
　
大
雨
時
は
、
施
設

が
冠
水
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

水
害
時
に
容
易
に
移
動
・
撤
去

が
可
能
な
可
搬
式
の
施
設
や
水

圧
に
よ
る
被
害
を
軽
減
で
き
る

転
倒
式
の
施
設
の
導
入
を
検
討

問答

問

答

問

問

答

問答

問答

答問答問答

令和８年２月

かま だ あき ふみ

鎌田　暁史議員

町
長
の
公
約

8
№217 みんなの議会みんなの議会

令和８年２月

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

挙
法
違
反
疑
い
行
為
の
情
報
を

選
挙
管
理
委
員
会
に
通
報
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
選
挙
管
理
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

た
の
か
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
長
　
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
、

事
実
確
認
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
法
律
の
確
認
は
行
っ
て
い

る
。

挙
法
違
反
疑
い
行
為
の
情
報
を

選
挙
管
理
委
員
会
に
通
報
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
選
挙
管
理
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

た
の
か
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
長
　
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
、

事
実
確
認
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
法
律
の
確
認
は
行
っ
て
い

る
。

問
　
今
後
何
ら
か
の
形
で
、
住

民
の
方
々
に
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

答
　
町
長
　
今
、
捜
査
段
階
に

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
影
響
が
あ

る
の
で
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
　
今
後
何
ら
か
の
形
で
、
住

民
の
方
々
に
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

答
　
町
長
　
今
、
捜
査
段
階
に

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
影
響
が
あ

る
の
で
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

う
が
、
少
な
か
ら
ず
危
険
を
伴

う
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
が
手
負

い
と
な
ら
な
い
よ
う
確
実
に
仕

留
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
　
環
境
省
が
勧
め
る
地
域
ご

と
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
未
作
成
で

あ
り
、
早
急
に
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
　
町
長
　
よ
り
具
体
的
に
体

制
や
手
順
を
定
め
、
早
期
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
作
成
を
進
め

て
い
く
。
　
　

問
　
10
月
28
日
に
放
送
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
８
月
に

初
当
選
を
果
た
し
た
石
川
町
長

と
支
援
者
の
男
性
が
、
公
職
選

挙
法
違
反
の
疑
い
で
刑
事
告
発

さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

町
長
は
今
回
の
事
態
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
町
長
　
こ
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

町
議
会
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ

ま
に
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

問
　
当
時
、
対
立
候
補
者
選
挙

事
務
所
関
係
者
か
ら
、
公
職
選

問
　
全
国
的
に
ク
マ
の
大
量
出

没
に
伴
う
人
的
被
害
が
多
発
し
、

日
本
社
会
を
揺
る
が
し
て
い
る
。

宮
城
県
内
に
お
い
て
も
、
河
北

新
報
県
内
版
「
ク
マ
目
撃
情

報
」
の
ス
ペ
ー
ス
が
、
日
々
増

加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本

町
の
対
応
や
対
策
に
つ
い
て
は
。

答
　
町
長　
本
町
で
は
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
と
し
て
猟
友

会
隊
員
が
９
名
お
り
、
隊
長
と

情
報
共
有
や
対
応
策
な
ど
連
絡

を
密
に
し
て
い
る
。
ク
マ
用
の

箱
わ
な
１
基
、
ク
マ
用
の
お
り

を
２
基
備
え
て
お
り
、
捕
獲
体

制
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

問
　
緊
急
銃
猟
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
案
件
が
発
生
し
た
場
合
、

速
や
か
に
対
応
で
き
る
の
か
。

答
　
町
長
　
緊
急
銃
猟
は
、
住

民
や
第
三
者
に
危
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
な
い
よ
う
、
最
大
限
の

安
全
確
保
の
措
置
を
講
じ
て
行

本町におけるクマ対策は

一
般
質
問

▲クマ捕獲用のおり

問答答

問

問

答

答

問

問答 答問

町
長
選
挙
に
お
け
る

公
職
選
挙
法
違
反

疑
い
行
為

金須　新一
き す しん いち

議員

捕獲体制の強化に努めている（町長）
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▲旧大郷牧場の現状

旧大郷牧場の有効活用を

事業者の探索を続ける（町長）

№221
おおさと
みんなの議会みんなの議会

　
　旧
大
郷
牧
場
の
今
後
の
利

用
方
法
は
。

　
　町
長
　町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
事
業
で
土
地
を
有
効
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
の

探
索
を
続
け
て
い
く
。

問
　縁
の
郷
の
指
定
管
理
者
を

募
集
す
る
の
で
は
な
く
、
畑
だ

け
貸
出
を
す
る
考
え
は
。

答
　町
長
　
指
定
管
理
料
を
町

で
支
払
わ
な
く
て
も
良
い
事
業

者
な
ど
を
探
し
て
い
く
。
春
ま

で
に
は
結
論
を
出
す
。

問
　ふ
れ
あ
い
農
園
の
今
後
の

活
用
方
法
は
。

答
　町
長
　
法
人
、
個
人
を
問

わ
ず
募
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た

地
権
者
の
方
々
の
意
向
も
伺
い

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

問
　空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

の
登
録
数
を
増
や
す
努
力
を
。

答
　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
に
対
す

る
周
知
方
法
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　夢
実
の
湯
の
復
活
の
た
め
、

町
か
ら
協
力
で
き
な
い
の
か
。

答
　町
長
　
町
の
考
え
や
意
向

を
企
業
に
伝
え
る
。

問
　町
独
自
で
用
地
取
得
・
造

成
を
考
え
て
は
。

答
　町
長
　
民
間
企
業
の
宅
地

開
発
の
推
進
と
併
せ
て
、
町
主

導
に
よ
る
用
地
取
得
お
よ
び
造

成
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

財
政
負
担
や
将
来
的
な
需
要
予

測
を
慎
重
に
見
極
め
つ
つ
、
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　粕
川
大
橋
を
渡
っ
た
吉
田

川
左
岸
の
三
角
地
帯
の
活
用
方

法
は
。

答
　町
長
　
交
流
拠
点
施
設
と

し
て
飲
食
が
可
能
な
休
憩
ス
ペ

ー
ス
な
ど
、
来
訪
者
の
利
便
性

に
貢
献
で
き
る
施
設
と
し
て
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　河
川
敷
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
計
画
が
あ
る
が
、
大
雨
時

の
土
砂
堆
積
へ
の
対
応
は
。

答
　町
長
　
他
の
自
治
体
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

問
　か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

費
用
お
よ
び
管
理
費
は
。

答
　町
長
　
施
設
の
内
容
や
規

模
の
変
更
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

明
確
な
事
業
費
と
維
持
管
理
費

は
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
調

査
や
設
計
が
整
っ
た
段
階
で
、

議
会
に
報
告
す
る
。

問答問答

問答

問答 問答

答

問

問

答問答問答

令和８年２月

あつ み ふみ よし

熱海　文義議員

人
口
減
少
対
策
強
化
を

おおさと

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
内
容
は
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で
、
そ
の
辺
は
全
然
関
係
な
い

話
の
た
め
分
か
ら
な
い
。
　

問
　
造
成
地
に
除
染
土
を
持
っ

て
く
る
か
も
と
、
選
挙
事
務
所

で
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
聞
い

た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
町
長
　
そ
の
内
容
を
存
じ

上
げ
て
い
な
い
。

で
、
そ
の
辺
は
全
然
関
係
な
い

話
の
た
め
分
か
ら
な
い
。
　

問
　
造
成
地
に
除
染
土
を
持
っ

て
く
る
か
も
と
、
選
挙
事
務
所

で
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
聞
い

た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
町
長
　
そ
の
内
容
を
存
じ

上
げ
て
い
な
い
。

問
　
８
月
の
町
長
選
で
、
石
川

良
彦
町
長
の
た
す
き
を
付
け
た

別
人
が
選
挙
運
動
を
し
た
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。

　
候
補
者
以
外
の
者
が
た
す
き

を
か
け
て
選
挙
事
務
所
前
で
の

運
動
を
行
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
私
は
そ
の
事
実
を

把
握
し
て
い
な
い
。

　
今
回
の
こ
の
よ
う
な
事
案
が

発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
町

議
会
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ま

に
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

問
　
午
前
８
時
に
は
、
選
挙
カ

ー
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
20
分

前
に
そ
の
場
に
候
補
者
が
い
な

か
っ
た
、
知
ら
な
か
っ
た
、
と

い
う
お
話
は
、
お
か
し
い
の
で

は
。

答
　
町
長
　
私
は
、
い
つ
も
寸

前
に
し
か
着
い
て
い
な
か
っ
た
。

問
　
仮
に
８
時
前
に
事
務
所
に

来
た
と
し
て
も
、
た
す
き
を
か

け
て
い
た
人
か
ら
も
ら
っ
た
り

は
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
町
長
　
私
が
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
と
先
ほ

ど
お
話
し
た
と
お
り
で
あ
る
の

問
　
ス
ポ
ー
ツ
Ｘ
㈱
が
撤
退
と

な
っ
た
が
、
町
民
が
納
得
で
き

る
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
を
実
現
し
て
い

く
気
持
ち
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長　
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
の
方

針
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
地

権
者
の
意
向
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
の

見
直
し
を
含
め
、
実
現
可
能
な

も
の
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
と

の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
　
企
業
誘
致
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、
か
じ
を
切
っ
て
い
く
の

か
、
所
見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
町
と
し
て
の
方
針

を
決
定
後
、
実
現
に
向
け
、
関

係
者
と
調
整
し
て
い
く
、
そ
の

た
め
に
は
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
再

確
認
や
多
様
な
企
業
誘
致
の
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
実
施
方
法
が
固
ま
り
次
第
、

議
会
へ
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ｓ Ｓ Ｐ 構 想 の 実 現 は

一
般
質
問

▲宙に浮いた60ヘクタール

問答答

答

問答 問

問

問答 答問

関係機関との協議を進めていく（町長）

あか ま のり ゆき

赤間　則幸議員

正
し
い
選
挙
運
動
を

正
し
い
選
挙
運
動
を
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▲道の駅でもふるさと納税の現地決済を

効果的な施策の財源確保を

自主財源確保と事業の見直し（町長）

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

問
　
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
各
種
施
策
を
実
行
し

て
い
く
に
は
、
財
源
確
保
が
課

題
と
な
る
。
令
和
８
年
度
の
予

算
で
は
、
ど
の
よ
う
に
収
入
を

上
げ
、
支
出
を
減
ら
す
考
え
か

を
伺
う
。

答
　
町
長　
歳
入
で
は
、
町
税

及
び
使
用
料
等
の
収
納
に
万
全

を
期
し
、
収
入
未
済
額
の
縮
減

に
努
め
、
未
利
用
財
産
の
活
用
、

企
業
誘
致
、
定
住
促
進
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
確
保
な
ど
に
よ
る

自
主
財
源
確
保
を
積
極
的
に
進

め
る
。

　
歳
出
で
は
、
既
存
事
業
の
効

果
や
実
績
の
分
析
に
よ
る
事
務

事
業
の
見
直
し
、
業
務
内
容
や

繰
越
金
等
を
踏
ま
え
た
各
種
補

助
金
の
適
正
化
、
費
用
の
削
減

な
ど
を
徹
底
し
な
が
ら
、
事
業

の
優
先
順
位
を
確
認
し
て
計
画

的
に
進
め
て
い
く
。

問
　
本
年
度
通
園
バ
ス
の
運
行

経
費
補
助
金
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
。

答
　
町
民
課
長　
園
と
保
護
者

の
方
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。

問
　
利
用
し
て
い
な
い
旧
大
郷

牧
場
の
賃
料
を
下
げ
て
も
ら
っ

て
は
。

答
　
商
工
観
光
課
長　
今
後
地

権
者
の
方
と
話
し
合
い
に
な
っ

た
際
、
賃
料
見
直
し
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
前
年
比
2
1
5
％
と

素
晴
ら
し
い
結
果
で
あ
る
。
そ

の
要
因
は
。

答
　
財
政
課
長
　
返
礼
品
提
供

者
様
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
仕
組
み

を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

た
に
大
手
サ
イ
ト
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
　
本
年
度
の
見
込
み
額
は
。

答
　
財
政
課
長　
返
礼
品
の
６

割
を
占
め
る
米
の
用
意
が
難
し

く
苦
戦
し
て
い
る
。
今
の
と
こ

ろ
、
１
１
２
５
万
円
で
、
今
年

は
大
幅
に
落
ち
て
い
る
。

問
　
生
産
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
仕
分
け
発
送
を
地
域
振
興

公
社
に
お
願
い
し
て
は
。

答
　
財
政
課
長　
協
議
は
し
て

い
る
が
、
人
件
費
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
依

頼
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
　

可
能
か
ど
う
か
確
認
を
す
る
。

問
　
道
の
駅
で
ふ
る
さ
と
納
税

が
で
き
れ
ば
、
納
税
者
、
生
産

者
、
公
社
の
メ
リ
ッ
ト
が
高
い

の
で
は
な
い
か
。

答
　
財
政
課
長　
現
地
決
済
に

つ
い
て
も
公
社
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

令和８年２月

あか ま しげ ゆき

赤間　繁幸議員

問 問答 答答

問答

答

問答答 問問

問答

問　　
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に
、
地
権
者
と
機
会
を
持
つ
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

問
　教
育
長
が
不
在
の
状
況
で

教
育
委
員
会
の
業
務
な
ど
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い

る
の
か
。
問
題
は
な
い
の
か
。

早
期
の
選
任
に
向
け
た
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　町
長
　
教
育
委
員
会
の
会

に
、
地
権
者
と
機
会
を
持
つ
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

問
　教
育
長
が
不
在
の
状
況
で

教
育
委
員
会
の
業
務
な
ど
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い

る
の
か
。
問
題
は
な
い
の
か
。

早
期
の
選
任
に
向
け
た
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　町
長
　
教
育
委
員
会
の
会

議
そ
の
他
教
育
委
員
会
の
議
事

の
運
営
に
関
す
る
事
務
は
、
教

育
長
職
務
代
理
者
が
行
い
、
そ

れ
以
外
の
事
務
は
、
学
校
教
育

課
長
と
社
会
教
育
課
長
が
行
っ

て
い
る
。
学
校
な
ど
の
対
応
は
、

各
課
長
と
指
導
主
事
が
行
っ
て

お
り
影
響
が
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
適
任
者
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
12
月
定
例

会
に
追
加
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
そ
の
他
教
育
委
員
会
の
議
事

の
運
営
に
関
す
る
事
務
は
、
教

育
長
職
務
代
理
者
が
行
い
、
そ

れ
以
外
の
事
務
は
、
学
校
教
育

課
長
と
社
会
教
育
課
長
が
行
っ

て
い
る
。
学
校
な
ど
の
対
応
は
、

各
課
長
と
指
導
主
事
が
行
っ
て

お
り
影
響
が
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
適
任
者
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
12
月
定
例

会
に
追
加
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　道
路
に
面
し
た
私
有
地
の

木
が
外
に
出
て
い
る
場
合
、
町

と
し
て
ど
こ
ま
で
介
入
、
助
言

が
で
き
る
の
か
。

答
　地
域
整
備
課
長
　
民
地
の

木
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
管

理
が
原
則
で
あ
る
。
町
か
ら
は

お
願
い
と
い
う
形
で
行
政
区
長

を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

問
　公
園
の
木
の
伐
採
後
、
何

も
植
樹
さ
れ
な
い
。
桜
の
苗
木

を
植
え
て
、
桜
の
季
節
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
対
応
は
。

答
　商
工
観
光
課
長
　
町
民
の

皆
さ
ま
が
望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
な
ら
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問
　利
用
者
が
少
な
く
多
く
の

区
画
が
空
い
て
い
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答
　町
長
　
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
は
農
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
地
権
者
の
方
々
の
意
向
も

伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
　今
年
度
で
賃
貸
契
約
が
終

了
す
る
。
地
権
者
の
方
々
に
何

ら
か
の
説
明
の
予
定
は
。

答
　商
工
観
光
課
長
　
年
内
中

問
　赤
道
・
町
道
・
公
園
の
樹

木
点
検
の
実
施
状
況
は
。

答
　町
長　
赤
道
は
行
政
区
長

や
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
倒
木
な

ど
の
情
報
を
い
た
だ
き
次
第
、

伐
採
や
撤
去
な
ど
早
急
に
対
応

し
て
い
る
。
町
道
は
月
１
回
の

パ
ト
ロ
ー
ル
、
公
園
に
つ
い
て

は
、
月
１
回
職
員
が
見
回
り
を

し
て
い
る
。

問
　危
険
木
の
予
防
に
早
期
伐

採
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答
　商
工
観
光
課
長
　
公
園
の

樹
木
に
つ
い
て
は
、
定
期
の
見

回
り
が
で
き
て
い
な
い
が
、
発

見
し
た
時
は
対
処
し
て
い
る
。

問
　年
間
に
何
本
く
ら
い
、
伐

採
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　地
域
整
備
課
長
　
町
道
は

令
和
６
年
度
は
60
カ
所
対
応
、

７
年
度
は
８
カ
所
対
応
、
冬
季

に
な
る
と
積
雪
で
垂
れ
下
が
っ

た
り
と
伐
採
が
増
え
る
。

定期的な樹木点検の実施は

一
般
質
問

▲赤道沿いの危険木（羽生地区）

問答 答答答

答

問

問答 答問答 問

問

問

倒木には速やかに対応（町長）

すず き けい こ

鈴木　恵子議員

ふ
れ
あ
い
農
園

ふ
れ
あ
い
農
園

教
育
長
不
在
の
対
応

教
育
長
不
在
の
対
応

問
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▲魅力ある学校づくりを

町が解体費用を負担しては

財政負担が生じることになる（町長）

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

　
　
大
松
沢
地
区
に
あ
る
㈱
東

北
ア
グ
リ
ヒ
ト
の
園
芸
ハ
ウ
ス

が
、
被
災
に
よ
り
放
置
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
景
観
・

地
権
者
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
。
地
代
の
支
払
い
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
二
度
目
の
被
災
以

降
は
、
支
払
い
は
で
き
て
い
な

い
と
確
認
し
て
い
る
。
昨
年
11

月
末
に
は
、
東
北
ア
グ
リ
ヒ
ト

と
町
で
、
地
権
者
の
自
宅
を
訪

問
し
、
現
状
に
つ
い
て
説
明
を

し
た
。
　

　
地
代
の
支
払
い
や
今
後
に
つ

い
て
、
今
月
中
に
は
地
権
者
に

具
体
的
な
説
明
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

問
　
町
が
解
体
費
用
を
負
担
し
、

現
状
回
復
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
町
が
解
体
撤
去
す

る
と
な
れ
ば
、
町
の
財
政
負
担

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

答
　
町
長
　
受
け
入
れ
先
の
情

報
を
入
手
し
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
　
学
校
生
活
で
、
英
語
の
み

で
の
時
間
を
設
け
て
は
。

答
　
町
長
　
授
業
で
は
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
こ
と
が
な
い
。
英

会
話
の
向
上
に
は
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
学
校
側

と
検
討
し
て
い
く
。

・
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
持
つ
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
授
業
の
他
、
学
校

行
事
に
参
加
し
て
い
る
が
、
空

き
時
間
な
ど
を
活
用
し
、
積
極

的
に
関
わ
る
よ
う
に
協
議
し
て

い
く
。

　
　
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
、

国
内
在
住
の
外
国
人
世
帯
へ
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
き
る
環
境
を
設

け
て
は
。

問
　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
数

は
県
内
で
も
上
位
で
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
町
長
　
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
進
路
を
選
択
し
自
立
し

て
い
く
た
め
に
、
学
校
や
家
庭

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
の

構
造
的
な
変
革
が
必
要
。
不
登

校
に
な
る
要
因
は
、
一
人
一
人

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
状
況
を
確

認
し
対
応
し
て
い
る
。
意
識
調

査
を
年
３
回
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
基
に
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
学
校
に
関
し
て
は
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
、
教
員
の

指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
究
授

業
や
視
察
を
実
施
し
て
い
る
。

家
庭
に
関
し
て
は
、
担
任
か
ら

の
連
絡
や
学
校
だ
よ
り
を
配
布

し
対
応
し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
児
童
・
生
徒

が
世
の
中
に
羽
ば
た
く
時
に
は
、

英
語
が
話
せ
て
当
た
り
前
と
思

わ
れ
、
英
語
の
指
導
が
必
須
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
関
わ
り
方
と
し
て
、

授
業
以
外
に
も
積
極
的
に
児
童

問

問答 答

問

答

答 問

答

問答

問 英
語
学
習
へ
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み

不
登
校
「
０
」
へ
の

挑
戦

令和８年２月

すず き とし ひろ

鈴木　利博議員

14
№217 みんなの議会みんなの議会

令和８年２月

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

問
　
現
在
、
防
災
士
有
資
格
者

は
何
名
か
。

答
　
町
長
　
自
主
防
災
組
織
と

し
て
４
名
い
る
。

問
　
防
災
士
と
し
て
の
役
割
は
。

答
　
町
長
　﹁
自
助
・
共
助
・

協
働
﹂
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
や
職
場
の
防
災
活
動
を
推

進
し
、
災
害
か
ら
人
々
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

問
　
現
在
、
防
災
士
有
資
格
者

は
何
名
か
。

答
　
町
長
　
自
主
防
災
組
織
と

し
て
４
名
い
る
。

問
　
防
災
士
と
し
て
の
役
割
は
。

答
　
町
長
　﹁
自
助
・
共
助
・

協
働
﹂
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
や
職
場
の
防
災
活
動
を
推

進
し
、
災
害
か
ら
人
々
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

問
　
防
災
士
の
組
織
化
の
予
定

は
。

答
　
町
長
　
町
内
で
の
有
資
格

者
が
10
名
程
度
に
な
っ
た
ら
組

織
化
を
図
る
。

問
　
４
名
の
有
資
格
者
が
い
る

が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
の

た
め
に
も
早
急
に
情
報
交
換
の

場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
　
総
務
課
長
　
４
名
の
有
資

格
者
と
早
急
に
会
合
の
場
を
持

つ
。

問
　
防
災
士
の
組
織
化
の
予
定

は
。

答
　
町
長
　
町
内
で
の
有
資
格

者
が
10
名
程
度
に
な
っ
た
ら
組

織
化
を
図
る
。

問
　
４
名
の
有
資
格
者
が
い
る

が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
の

た
め
に
も
早
急
に
情
報
交
換
の

場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
　
総
務
課
長
　
４
名
の
有
資

格
者
と
早
急
に
会
合
の
場
を
持

つ
。

ク
タ
ー
ル
を
除
く
）
は
ど
う
す

る
の
か
、
伺
う
。

答
　
町
長
　
現
在
、
意
向
調
査

の
集
計
を
進
め
て
い
る
段
階
で

あ
る
。

　
こ
の
集
計
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
町
と
し
て
今
後
の
構
想
の

方
向
性
に
つ
い
て
決
定
し
て
い

く
。

問
　
11
月
に
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

つ
い
て
地
権
者
69
人
、
３
法
人
、

１
団
体
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
結

果
を
公
表
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長
　
公
表
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

問
　
公
表
す
る
の
で
あ
れ
ば
地

権
者
な
の
か
、
全
町
民
な
の
か
。

答
　
復
興
推
進
課
長
　
ま
ず
は
、

地
権
者
に
早
い
段
階
で
説
明
会

を
開
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
は
、
町
長
は
全
て
目
を
通
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長
　
全
て
回
収
し
て
い

な
い
の
で
、
ま
だ
全
部
に
は
目

を
通
し
て
い
な
い
。

　
内
容
は
担
当
課
よ
り
聞
い
て

い
る
。
　

問
　
９
月
に
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
が
中

止
と
な
り
、
地
権
者
の
多
く
が

残
念
に
思
っ
て
い
る
。
事
業
予

定
地
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
町
で
買

い
上
げ
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長　
Ｓ
Ｓ
Ｐ
予
定
地
と

し
て
買
収
を
予
定
し
て
い
た
約

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
つ
い

て
は
、
土
地
利
用
方
針
が
明
確

に
定
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
現

段
階
で
町
が
買
い
上
げ
を
行
う

予
定
は
な
い
。

問
　
10
月
30
日
の
河
北
新
報
に

「
事
業
エ
リ
ア
だ
っ
た
約
20
ヘ

ク
タ
ー
ル
は
、
町
が
地
権
者
と

売
買
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し

て
い
る
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
た

が
、
白
紙
撤
回
と
い
う
こ
と
か

伺
う
。

答
　
復
興
推
進
課
長
　
現
段
階

で
は
白
紙
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
　
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
予
定
地
60
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
20
ヘ

ＳＳＰ事業予定地の買い上げは

一
般
質
問

▲防災士認証状

問答

問答

答

答

答答

問答

問 答 問

問

答 問

問

答 問 問答

現 段 階 で 予定 は ない（ 町 長 ）

すず き やす のり

鈴木　安則議員

防
災
士

防
災
士

大 郷 太 郎
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「有害鳥獣対策について」を調査します。

10
20～21
15 11

6～7

次
回
は「長寿命化対策の取り組みについて」 を調査します。

次
回
は

・地域ごとの災害リスクを理解するために、ハ

ザードマップの活用は大切である。吉岡町が発

行する防災ハザードマップはB4版32ページで、

字が大きく見やすいので参考にされたい。

・吉岡町では、他市町村との相互応援協定や各

種の応援対策業務に関する協定を地方行政機関

や民間企業等と結んでおり、令和７年４月時点

で44に及ぶ。本町でも積極的な締結を検討さ

れたい。

・災害に強いまちづくりを目指すためには、定

期的な職員訓練を実施し、防災計画の実効性を

検証することが重要と考える。五霞町では、防

災訓練の他に、職員訓練を実施している。本町

でも取り組みの強化を検討されたい。

・五霞町では、炊き出し訓練を実施し、食料提

供の依頼、物資の運搬依頼、炊き出し依頼の流

れを確認している。避難所の「食事の質」を確

保するために、本町での取り組みの参考にされ

たい。

・両町においても、消防団員数の減少が課題と

なっていた。広報・啓発活動として秋祭りや防

災イベントでの団員募集活動や条例の改正によ

り、分団数を変更せずに定数を削減する対応を

行っていた。消防団員の充足に向けて参考にさ

れたい。

教 育 民 生

【意見】

　児童生徒数の減少に伴う学校の統廃合や校舎
の建替え問題などは、多くの自治体で課題とな
っている。少子化が進む過疎地域における新し
い学校の形として、小中一貫教育や義務教育学
校(学校教育法改正：2016年に新設)という新し
い学校教育制度がある。早い時期から取り組ん
でいる先進事例３自治体・３校について視察し、
１年生から９年生までの一貫教育の特徴や、地
域の特性や人材を活かした教育内容、学校を支
える地域との連携の在り方などを学ぶ機会を得
た。
・本町の出生率や人口減少の現状から、小学校
は10年後に、中学校は13年後に各学年１クラ
スになると予測され、経年により校舎の老朽化
が進むことは避けられない。小中学校の施設環
境や教育に係る人材の共有化と、地域の特性を
活かし一貫した教育環境を提供する意義は、少
子化が進む過疎地域における選択肢の一つとし
て、今後ますます必要性が増すものと考える。
・今回先進事例を視察し、小中一貫教育を実現
するには、町全体としての長期的展望や計画を
練り上げ、財源確保も重要である事が分かった。
現在、本町において小中一貫教育の検討はされ
ていないが、本町の将来を見据えて検討委員会
を立ち上げる等の準備が必要と考える。

【意見】

【調査の概要】
　令和７年10月15日（水）役場３階第３委員会
室において、学校教育課長より本町における教
育内容の充実や対策の現状について、さらに
20日（月）宮城県色麻町教育委員会および山形
県戸沢村立戸沢学園、21日（火）山形県舟形町
教育委員会より、①学校教育の方針や特色・力
を入れている取り組みについて、②不登校児へ
の取り組みについて、③家族・地域等への取り
組みについて、④義務教育学園や小中一貫校の
取り組みについて、説明を受け調査した。

【調査の概要】
　令和７年11月６日（木）に群馬県吉岡町役場、
11月７日（金）に茨城県五霞町役場を訪問し、
防災に対する取り組みを調査した。

防災について調査教育環境について調査
常任委員会常任委員会

総 務 産 業
常任委員会常任委員会

▲宮城県色麻町役場にて

▲群馬県吉岡町役場にて

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

令和８年２月 16
№217 みんなの議会みんなの議会

令和８年２月

№221
おおさと
みんなの議会みんなの議会
おおさと

議会の主な動き（10/1～12/31）

10/2～3
10/9
10/12

10/15

10/16
10/19
10/20～21
10/22
10/23
10/28
10/29
11/2
11/4
11/6～7
11/14

月　日 用　　　　　務 用　　　　　務
宮城黒川地方町村議会議長会正副議長並びに事務局長合同視察研修［山形県川西町、福島県伊達市］
広報広聴常任委員会
粕川地区復興まちづくり竣工式
宮城県黒川地方町村議会議長会定例会議［仙台市］
教育民生常任委員会
広報広聴常任委員会
大和駐屯地創立69周年記念式典［大和町］
教育民生常任委員会［色麻町、山形県戸沢村、舟形町］
黒川地域行政事務組合議会運営協議会・臨時会［大和町］
仙台北部道路建設促進期成同盟会要望活動［仙台市］
宮城県議会・市町村議会議員セミナー［仙台市］
行政視察受入［愛知県飛島村］
おおさと秋まつり
宮城黒川地方町村議会表彰式・議員研修会［松島町］
総務産業常任委員会［群馬県吉岡町、茨城県五霞町］
宮城県町村議会議長会議会広報研究会［仙台市］

11/18

11/19
11/21
11/25
11/26
12/2～5
12/3

12/5

12/9
12/15
12/17

12/22

12/23

議員全員協議会
おおさとスマートスポーツパーク構想に関する調査特別委員会・議会運営委員会
宮城県町村議会議長会議［仙台市］
黒川地方市町村議会連絡協議会議員研修会実行委員会［富谷市］
議会運営委員会
黒川地域行政事務組合議会運営協議会［大和町］
第４回定例会
議員全員協議会・議会運営委員会・広報広聴常任委員会
おおさとスマートスポーツパーク構想に関する調査特別委員会
おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会
広報広聴常任委員会（新成人との座談会）
広報広聴常任委員会
黒川地方市町村議会連絡協議会議員研修会［大和町］
黒川地域行政事務組合議会定例会［大和町］
宮城県町村議会議長会議・県知事と町村議会正副議長との意見交換会［仙台市］
広報広聴常任委員会

月　日

愛知県飛島村議会

視察を受けいれました視察を受けいれました
10/29

・子どもの一時預かり事業について

・「道の駅おおさと」の運営について

視察

内容

講 演　「令和の時代を担う地方議会のあり方」
議会運営アドバイザー　山形県町村議会議長会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参与　武田　裕樹　氏

宮城黒川地方町村議会表彰式並びに議員研修会11/４

講 演　「議会の見える化　住民の参加・協働&
　　認知・信頼関係～議会広報の企画と編集～」

場所：宮城県自治会館

場所：大和町

場所：松島町　パレス松洲

議会広報サポーター　芳野　政明　氏

講 演　「子どもたちが輝くまちづくり！」
利府町文化交流センター「リフノス」　センター長　野澤　令照　氏

宮城県町村議会議長会議会広報研究会11/14

黒川地方市町村議会議員研修会12/17

～こんな研修がありました～
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迎春

大郷町議会議長

石  垣  正  博
まさ ひろがきいし

新
た
な
も
の
に
挑
戦
を

※定例会の会期は都合により変更になることがあります。  
※土曜日、日曜日及び休日は休会となります。  

令和８年　第１回定例会

令和８年　第２回定例会

令和８年　第３回定例会

令和８年　第４回定例会

令和９年　第１回定例会

定　例　会 期　　　間 会期日数

定例会年間予定表

本年もよろしくお願い申し上げます

令和８年３月４日（水）～19日（木）

令和８年６月２日（火）～５日（金）

令和８年９月３日（木）～18日（金）

令和８年12月１日（火）～４日（金）

令和９年３月４日（木）～19日（金）

16日

４日

16日

４日

16日

　
皆
様
方
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
町
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
午
年
︵
う
ま
ど
し)

﹁
新
し
い
挑
戦
を
恐
れ
ず
、

積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
飛
躍
で
き
る
年
﹂
と
あ
り
ま
す
。

　
議
員
12
名
今
年
も
全
力
で
、
町
発
展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、

町
長
選
挙
で
石
川
新
町
長
が
誕
生
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
を
計

画
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
Ｘ
社
が
事
業
を
断
念
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号
で
、
旧
粕
川
小
学
校
南
側
堤

防
決
壊
︵
吉
田
川
︶
に
よ
り
、
粕
川
地
区
が
多
く
の
被
害
を
被

り
ま
し
た
。
堤
防
の
決
壊
部
分
が
、
発
災
後
６
年
目
に
し
て

や
っ
と
完
成
し
、
堤
防
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
中
粕
川
地
区
の
復
興
の
象
徴
と
も
言
え
る
﹁
大
郷
町

粕
川
地
区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
﹂
も
完
成
し
、
町
の

防
災
拠
点
と
し
て
今
後
の
役
割
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
は
充
実
さ
れ
た
も
の
の
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

心
癒
さ
れ
る
安
定
し
た
日
々
が
続
き
ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で

す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
も
実
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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№221

おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

令和８年２月 18
№217 みんなの議会みんなの議会

令和８年２月

№221
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

▲ふるさと納税ＰＲイベント（東京都豊洲）▲町道の舗装工事（貝柄塚）

その後の対応と今後の計画

その後どうなった… 第97回

これまでの意見・提言等
・県道の改修について、早期対応を県に要望
されたい。
（令和７年３月定例会　　　　　　　　
予算審査特別委員会　意見提言より）

・町道の計画的な維持管理を図られたい。
（令和７年９月定例会　　　　　　　
決算審査特別委員会　意見提言より）

・県道の改修については、今年度、県に対
し要望活動を行い、利府松山線（東成田工
区及び大松沢工区）、石巻鹿島台色麻線
（大松沢工区）、大和松島線（中村工区）
の３路線（合計1.9㎞）の修繕を実施して
いただいております。今回の修繕は全面的
な修繕ではないため、今後も、継続的な修
繕について要望活動を行ってまいります。
・町道の計画的な維持管理については、現
在、道路パトロール結果等による局所的な
維持工事を行っておりますが、今後、全町
的な維持管理計画策定に向け、道路状況の
基礎調査実施を検討してまいります。
 地域整備課

　現在、ふるさと納税の増収に向けて地域
振興公社や農業法人等との意見交換会を重
ね、発送の一元化や少量区分の追加、先行
予約制度の導入などや、返礼品としてさら
に米を提供できるような仕組みづくりを検
討しています。また、令和７年９月にはふ
るさと納税ＰＲイベントに参加し、返礼品
の試食を通じて大郷町の地域産品の魅力を
発信することで、町の認知度向上に努めま
した。今後も、御礼状の工夫等によるさら
なるリピーター獲得、メールマガジンやＳ
ＮＳを活用した情報発信を強化し、ふるさ
と納税の増収につなげてまいります。
 財政課

その後の対応と今後の計画

これまでの意見・提言等
 山形県舟形町を参考に考えれば、返礼品作
業を「おおさと地域振興公社」に委託し、お
米をもっとアピールしていくことが大事では
ないか。
（令和６年３月定例会　一般質問より）

追跡リポート追跡リポート追跡リポート
ふるさと納税の増収を県道・町道の修繕を

tracking report



おおさとおおさと

お詫びと訂正
　220号に掲載した記事に誤りが

ありました。

　内容を訂正し、お詫び申し上げ

ます。正しくは次のとおりです。

Ｐ７

不納欠損の未然防止を
不納欠損に至らないように引き続き
努力されたい。
問　不納欠損にならないための対策は。

編
集
後
記

問

町当局へ町当局へ町当局へ町当局へ17 項目の意見を提言項目の意見を提言項目の意見を提言

委員会を設置しました

　
私
は
、
18
年
前
か
ら
仙
台
市
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
学

習
塾
、
家
庭
教
師
や
子
ど
も
食
堂
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

出
会
い
や
、
つ
な
が
り
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
に

移
り
住
み
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
暮
ら
し
は
、
い
ず
れ
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
未
来

の
日
本
の
姿
を
映
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
行

き
過
ぎ
た
競
争
意
識
が
な
く
、
牧
歌
的
で
ゆ
る
い
つ
な
が

り
が
維
持
さ
れ
つ
つ
、
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
土
の
香
り

が
大
郷
町
の
人
々
の
呼
吸
と
照
応
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
ん
な
状
況
に
置

か
れ
て
も
な
お
、
自
分
の
人
生
に
イ
エ
ス
と
言
え
る
よ
う

に
願
い
、
学
習
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

願
い
を
、
関
わ
り
合
い
の
中
に
残
し
、
受
け
渡
す
よ
う
に
、

日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
育
の
空
白
エ
リ

ア
と
も
呼
べ
る
こ
の
地
域
に
は
、
新
た
な
芽
が
育
つ
余
白

が
あ
り
、
可
能
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
、
学
び

が
う
ま
れ
る
場
を
、
皆
さ
ま
の
お
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、

共
に
創
り
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

委
　員
　長

 高
橋

　重
信

副
委
員
長

 鎌
田

　暁
史

委

　
　員

 鈴
木

　安
則

 

赤
間

　繁
幸

 

鈴
木

　恵
子

 

田
中
三
惠
子

坂井　純也 さん
（中粕川）

　じゅんやさか　い　

p.2 特集　新成人との座談会
p.6 ９名が町政を質す（一般質問）
p.18 追跡リポート

p.2 特集　新成人との座談会
p.6 ９名が町政を質す（一般質問）
p.18 追跡リポート

こ
の
町
に
学
び
の
場
を

こ
の
町
に
学
び
の
場
を

　
新
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ま

は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
少
し
遅
め
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
末
に
は
、

20
回
目
を
迎
え
た
町
民
劇
の
鑑
賞

と
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
と
の
座
談

会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
大
郷
町
の
文
化
・
芸
術
の
豊

か
さ
と
、
未
来
を
担
う
若
い
世
代

の
力
強
さ
を
、
改
め
て
感
じ
る
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
の
率
直
な
声
か
ら
は

多
く
の
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動
に

し
っ
か
り
と
生
か
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

鈴
木

　
恵
子

かわまちづくり事業に関する
調査特別委員会

　　委　員　長　　金　須　新　一
　　副委員長　　田　中　三惠子

【目的】
　かわまちづくり事業に関する調査研究
【委員の定数】
　11名（議長を除く全議員）

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会

午前10時～

ライブ中継と録画を動画サイ
ト「YouTube（ユーチュー
ブ）」にて、配信しています。
右記のQRコードよりご覧に
なれます。

次回
定例会

3月4 日㈬から

3月19日㈭まで

決意新たに整列!!
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